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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】バックライト照明の技術を発展させることおよ
び固体光源を利用するのに必要な高レベルの色混合性を
提供する。
【解決手段】ディスプレイパネル２４および結果として
得られるディスプレイデバイスの方向に光を誘導するバ
ックライト装置１０は伸長照明体１４を備える。この照
明体は、ディスプレイパネル２４と２つ以上の伸長照明
体１４からの方向変換された光を均一にするための光拡
散要素との方向に光を誘導するように配置され、これに
よりバックライト照明を提供する。このような装置はデ
ィスプレイに均一な光分布を実現する。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ディスプレイパネルの方に光を方向付けるためのバックライト装置であって：
　ａ）２つ以上の伸長照明体であって、
　少なくとも１つの伸長照明体が前記ディスプレイパネルの方向に光を方向付けするよう
に配置され、および、
　（ｉ）前記ディスプレイパネルと実質的に平行であって、このディスプレイパネルの真
下にある照明面に沿って延びる、固体の透明な伸長光チャネルと、
　（ｉｉ）前記伸長光チャネルに光を提供するための関連する固体光源と、
　（ｉｉｉ）前記ディスプレイパネルの方向に前記光チャネルから上向きに光を方向変換
するための光抽出要素と、を含む、
２つ以上の伸長照明体と；
　ｂ）バックライト照明を提供する前記２つ以上の伸長照明体からの方向変換された光を
均一化するための光拡散要素と；
を含む、バックライト装置。
【請求項２】
　少なくとも１つの固体光源はＬＥＤ、ＯＬＥＤ、ＰＬＥＤ、およびレーザからなる群か
ら選択される、請求項１記載のバックライト装置。
【請求項３】
　前記光抽出要素がフィルムである、請求項１記載のバックライト装置。
【請求項４】
　前記光抽出要素は前記伸長光チャネルの表面上に形成される、請求項１記載のバックラ
イト装置。
【請求項５】
　前記２つ以上の伸長照明体と前記光拡散要素との間に配置されたコリメータをさらに含
む、請求項１記載のバックライト装置。
【請求項６】
　前記コリメータは、円筒形フレネルレンズである、請求項５記載のバックライト装置。
【請求項７】
　前記コリメータは、円筒形レンズアレイ、ホログラフィック構造体、ＴＩＲレンズアレ
イ、およびプリズムアレイからなる群から選択される、請求項５記載のバックライト装置
。
【請求項８】
　前記固体光源からの光を方向付けるための湾曲反射面をさらに含む、請求項１記載のバ
ックライト装置。
【請求項９】
　前記光抽出要素が反射性ドットを含む、請求項１記載のバックライト装置。
【請求項１０】
　前記伸長光チャネルがテーパー状にされている、請求項１記載のバックライト装置。
【請求項１１】
　前記伸長光チャネルの一端に反射面をさらに含む、請求項１記載のバックライト装置。
【請求項１２】
　少なくとも１つの伸長照明体が、実質的に前記照明面の全幅および全長に延びている、
請求項１記載のバックライト装置。
【請求項１３】
　少なくとも１つの伸長照明体は、湾曲部分を有する、請求項１記載のバックライト装置
。
【請求項１４】
　前記伸長光チャネルに結合された光センサをさらに含む、請求項１記載のバックライト
装置。
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【請求項１５】
　前記伸長光チャネルの少なくとも一部に沿って延びる反射面をさらに含む、請求項１記
載のバックライト装置。
【請求項１６】
　少なくとも１つの伸長照明体は複数の固体光源を有する、請求項１記載のバックライト
装置。
【請求項１７】
　光を前記ディスプレイパネルの方向に反射するために、２つ以上の伸長照明体から間隔
を空けた反射面をさらに含む、請求項１記載のバックライト装置。
【請求項１８】
　少なくとも１つの伸長照明体についてが、前記伸長光チャネルの各端部に少なくとも１
つの固体光源を有する、請求項１記載のバックライト装置。
【請求項１９】
　前記光抽出要素は、前記伸長光チャネルの全長に沿って分布密度の変化している微細構
造体を含む、請求項１記載のバックライト装置。
【請求項２０】
　前記伸長光チャネルの断面が、四角形、三角形、または円形である、請求項１記載のバ
ックライト装置。
【請求項２１】
　少なくとも１つの固体光源からの光を前記伸長光チャネル内に方向付けるために、１以
上のビームスプリッタをさらに含む、請求項１記載のバックライト装置。
【請求項２２】
　１以上のランプ光源をさらに含む、請求項１記載のバックライト装置。
【請求項２３】
　前記伸長光チャネルの長さは前記断面幅を１０：１より大きく超える、請求項１記載の
バックライト装置。
【請求項２４】
　ディスプレイ装置であって、
　ａ）液晶ディスプレイパネルと、
　ｂ）前記液晶ディスプレイパネルの方向にバックライト照明を提供するためのバックラ
イト装置と、を含み、
　前記バックライト装置は複数の伸長照明体を含み、
　少なくとも１つの伸長照明体が、
　（ｉ）照明面に沿って延び、前記ディスプレイパネルと実質的に平行であって、及びこ
のディスプレイパネルの下に位置する、固体の透明な伸長い光チャネルと、
　（ｉｉ）前記伸長光チャネルに光を方向付けるための少なくとも１つの独立した固体光
源と、
　（ｉｉｉ）前記光チャネルから上向きにおよび前記ディスプレイパネルの方向に、光を
方向変換するための光抽出要素と、を含む、
ディスプレイ装置。
【請求項２５】
　光成形、光コリメーション、光拡散、偏光、および光リサイクルからなる群から選択さ
れる少なくとも１つの機能を提供する光調節要素をさらに含む、請求項２４記載のディス
プレイ装置。
【請求項２６】
　前記光調節要素が、１以上の粗面、ビーズ、または微細構造体を含む、請求項２５記載
のディスプレイ装置。
【請求項２７】
　ディスプレイパネルの方向に光を方向付けるためのバックライト装置であって、
　ａ）２つ以上の伸長照明体であって、
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　少なくとも１つの伸長照明体は、前記ディスプレイパネルの方向に光を方向付け、およ
び、
　（ｉ）前記ディスプレイパネルと実質的に平行な照明面に沿って延びる伸長光チャネル
と、
　（ｉｉ）前記伸長光チャネルに光を提供するための少なくとも１つの固体光源であって
、この固定光源は複数の異なる色の光を提供すし、
　（ｉｉｉ）前記ディスプレイパネルの方向に、前記光チャネルから外方向に光を方向変
換するための光抽出要素と、を含む２つ以上の伸長照明体と、
　ｂ）バックライト照明を提供する前記２つ以上の伸長照明体からの方向変換された光を
均一化するための光拡散要素と、
を含む、バックライト装置。
【請求項２８】
　前記固体光源が赤色、緑色、および青色光を提供する、請求項２７記載のバックライト
装置。
【請求項２９】
　光成形、光コリメーション、光拡散、偏光、および光リサイクルからなる群から選択さ
れる少なくとも１つの機能を提供する光調節要素をさらに含む、請求項２７記載のバック
ライト装置。
【請求項３０】
　前記光調節要素が、１以上の粗面、ビーズ、または微細構造体を含む、請求項２７記載
のバックライト装置。
【請求項３１】
　ディスプレイパネルの方向に光を方向付けるためのバックライト装置であって、
　ａ）固体光源と、
　ｂ）２つ以上の伸長照明体であって、
　少なくとも１つの伸長照明体は、前記少なくとも１つの固体光源から前記ディスプレイ
パネルの方向に光を方向付け、および、
　（ｉ）前記ディスプレイパネルと実質的に平行な照明面に沿って延びる伸長光チャネル
と、
　（ｉｉ）前記固体光源からの光の一部を前記伸長光チャネルに方向付けるための反射面
と、
　（ｉｉｉ）前記ディスプレイパネルの方向に、前記光チャネルから外方向に光を方向変
換するための光抽出要素と、を含む、
２つ以上の伸長照明体と、
　ｃ）バックライト照明を提供する前記２つ以上の伸長照明体からの方向変換された光を
均一化するための光拡散要素と、
を含む、バックライト装置。
【請求項３２】
　前記反射面は二色性表面である、請求項３１記載のバックライト装置。
【請求項３３】
　光成形、光コリメーション、光拡散、偏光、および光リサイクルからなる群から選択さ
れる少なくとも１つの機能を提供する光調節要素をさらに含む、請求項３１記載のバック
ライト装置。
【請求項３４】
　前記光調節要素が１以上の粗面、ビーズ、または微細構造体を含む、請求項３１記載の
ディスプレイ装置。
【請求項３５】
　ディスプレイパネルの方向に光を方向付けるバックライト装置であって、
　ａ）反射面と、
　ｂ）２つ以上の伸長照明体であって、
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　少なくとも１つの伸長照明体が、前記反射面の上方に留まっており、前記ディスプレイ
パネルの方向に光を方向付けし、および、
　（ｉ）前記ディスプレイパネルと実質的に平行な照明面に沿って延びる伸長光チャネル
と、
　（ｉｉ）前記伸長光チャネルに光を提供するための少なくとも１つの固体光源と、
　（ｉｉｉ）前記ディスプレイパネルの方向に、前記光チャネルから外方向に光を方向変
換するための光抽出要素と、を含む、
２つ以上の伸長照明体と、
　ｃ）バックライト照明を提供する前記２つ以上の伸長照明体からの方向変換された光を
均一化するための光拡散要素と、
を含む、バックライト装置。
【請求項３６】
　請求項１の装置を用いて光を生成することを含む、均一な光を提供する方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はディスプレイのためのバックライト装置の技術およびこのような装置を用いる
液晶ディスプレイに関する。詳細には、本発明は固体光源を有する液晶ディスプレイ（Ｌ
ＣＤ）バックライトに関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶ディスプレイ（ＬＣＤ）は、陰極線管（ＣＲＴ）モニタに代り小型で軽量のモニタ
を提供するが、特に、これらの装置の相対的サイズが増加するに伴い、ＬＣＤディスプレ
イの画像品質ではまだ十分ではない多くの用途が存在する。より大きなＬＣＤパネル、例
えば、ラップトップコンピュータまたはより大きなディスプレイで使用されるより大きな
ＬＣＤパネルは透過型であり、したがってバックライトを必要とする。ＬＣＤパネルの背
後に位置するこの種類の光供給面は外向きに、且つＬＣＤの方向に光を方向付ける。
【０００３】
　バックライティングのための従来の方法は、光ガイドプレート、１以上の種類の増強フ
ィルム、偏光フィルム、反射面および他の光調節要素を備える冷陰極蛍光（ＣＣＦＬ）光
源の様々な配置を用いる。側面に取り付けられるＣＣＦＬを使用する従来のフラットパネ
ルバックライトの問題解決策は、ディスプレイのサイズが増加するに伴い、詳細にはディ
スプレイ面積が増大するに伴い、次第に望ましいものでなくなり、製造においてまたは熱
のため曲がりやすくなり得る。より小さなデバイスに対して従来利用されている光ガイド
式バックライト技術は、例えばディジタルテレビに必要とされるような、ディスプレイの
サイズが増大するに伴い、低い光度または輝度レベルによって、および劣る均一性に関連
する問題によって、ますます妨害される。並列に並べたＣＣＦＬ群を使用することが多い
、ＬＣＤディスプレイおよび他のディスプレイおよび照明用途に対する既存のバックライ
ト装置は比較的効率が低いものであり得る。これらのディスプレイの問題解決策は、ＣＣ
ＦＬおよびそれのサポートフィルムおよびＬＣパネルの背後の表面を収容することが必要
なため、比較的厚くなり得る。ＣＣＦＬ光源自体は、これらのデバイスが若干の水銀を含
むので、廃棄処理において環境問題を引き起こす。従来のＣＣＦＬベースのバックライト
に関連する均一性および光度の問題を補うために、従来多数のサポートフィルムがバック
ライトとディスプレイ間に挿入されているか、またはディスプレイの後に、例えば比較的
高コストの反射偏光フィルムが配置されている。良く知られているように、ＣＣＦＬのス
ペクトル特性は、他の種類の光源と比較すると、相対的に劣る。
【０００４】
　バックライティング用途に使用されるＣＣＦＬに対する固有の困難性および限界に直面
して、代替バックライティング方法を追究するために研究者達が動機付けられてきた。多
くの問題解決策は発光ダイオード（ＬＥＤ）を利用することを提案してきた。コストにお
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いて連続的な低減を備える、ＬＥＤ光度、色出力および全体性能における最近の進歩は、
概してＬＥＤ、レーザおよび固体光源を特に魅力的にしている。しかし、ＬＥＤおよびレ
ーザは点光源として作用するため、この光を方向変換および拡散して、バックライティン
グに必要とされる光の均一面を提供し、および必要な色の均一性を提供するために、適切
な問題解決策が必要とされる。
【０００５】
　ＬＥＤを使用するバックライト照明を提供する１つの方法は、例えば、Ｍ．　Ｚｅｉｌ
ｅｒ，Ｊ．Ｈｕｔｔｎｅｒ，Ｌ．ＰｌｏｔｚおよびＨ．Ｏｔｔによる表題「Ｌａｔｅ－Ｎ
ｅｗｓ　Ｐａｐｅｒ：ＬＥＤバックライティングの問題解決策についての最適化パラメー
タ（Ｌａｔｅ－Ｎｅｗｓ　Ｐａｐｅｒ：Ｏｐｔｉｍｉｚａｔｉｏｎ　Ｐａｒａｍｅｔｅｒ
ｓ　ｆｏｒ　ＬＥＤ　Ｂａｃｋｌｉｇｈｔｉｎｇ　Ｓｏｌｕｔｉｏｎｓ）ＳＩＤ　２００
６　Ｄｉｇｅｓｔ　１５２４～１５２７頁」の論文に記載されているような、アレイ配置
を使用することである。この種類の問題解決策を使用して、赤（Ｒ）、緑（Ｇ）および青
（Ｂ）ＬＥＤを使用するＬＥＤクラスタのアレイはＬＣＤディスプレイのためのバックラ
イトとして採用されている。２種類のクラスタ：ＲＧＧＢおよびＲＧＢが記載されている
。同様に、Ｄｅｌｏｙらによる米国特許第６，７８９，９２１号の発明の名称「デュアル
モード液晶ディスプレイをバックライティングする方法および装置（Ｍｅｔｈｏｄ　ａｎ
ｄ　Ａｐｐａｒａｔｕｓ　ｆｏｒ　Ｂａｃｋｌｉｇｈｔｉｎｇ　ａ　Ｄｕａｌ　Ｍｏｄｅ
　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ）」には計器盤に使用されるアレイ構
成が記載されている。しかし、例えばある種の計器盤に対するおよび極めて高性能なモニ
タおよびＴＶパネルに対する特化された使用を除いて、アレイ構成は、劣る色および光度
の均一性、多いパーツ点数、高熱および寸法要件の問題のため、将来性は明るくない。
【０００６】
　光ガイドは、点光源からの光を拡散して光の線を形成するために利用されてきた。例え
ば、カワイらによる米国特許第５，４９９，１１２号の発明の名称「光ガイド、光ガイド
を有する照明デバイス、画像読取装置および照明デバイスを有する情報処理装置（Ｌｉｇ
ｈｔ　Ｇｕｉｄｅ，Ｉｌｌｕｍｉｎａｔｉｎｇ　Ｄｅｖｉｃｅ　Ｈａｖｉｎｇ　ｔｈｅ　
Ｌｉｇｈｔ　Ｇｕｉｄｅ，ａｎｄ　Ｉｍａｇｅ　Ｒｅａｄｉｎｇ　Ｄｅｖｉｃｅ　ａｎｄ
　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ　Ａｐｐａｒａｔｕｓ　Ｈａｖｉｎｇ
　ｔｈｅ　Ｉｌｌｕｍｉｎａｔｉｎｇ　Ｄｅｖｉｃｅ）」は、全長に沿って分布した抽出
機能を有する単一光ガイドを使用して、光を１以上のＬＥＤから走査装置内の１つの線に
方向変換することを開示している。ＤｕＮａｈらによる米国特許第５，４００，２２４号
の発明の名称「照明パネル（Ｌｉｇｈｔｉｎｇ　Ｐａｎｅｌ）」には、バックライティン
グ照明用に背面全体にわたってランダムな粗面を施された、複数光ガイドを有する成形パ
ネルアセンブリが記載されている。
【０００７】
　多くの問題解決策が光ガイドパネルに沿ったより大きい面積全体にわたるＬＥＤ光の再
分布のために提案されている。提案された１つの問題解決策はオハイオ州、Ｂｒｅｃｋｓ
ｖｉｌｌｅのＧｌｏｂａｌ　Ｌｉｇｈｔｎｉｎｇ　Ｔｅｃｈｉｎｏｌｏｇｉｅｓ　Ｉｎｃ
．，からの成形光ガイドのＭｉｃｒｏＬｅｎｓ（商標）であり、これは光を単一ＬＥＤか
らより大きな光パネル全体にわたって拡散する。同様に、Ｐａｒｋｅｒによる米国特許出
願公開第２００３／０１２３２４６号の発明の名称「発光パネルアセンブリ（Ｌｉｇｈｔ
　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｐａｎｅｌ　Ａｓｓｅｍｂｌｉｅｓ）」は、光をパネルに向けて方
向変換する光学的「変形体」を備える複数の点光源を使用する小型光パネルを示している
。
【０００８】
　別の種類の問題解決策は最初に、ＬＥＤ、ランプまたは他の点光源からの光を線に沿っ
て方向付けし、その後この光をパネル全体にわたって拡散する。例えば、Ｔａｉらによる
米国特許第５，８３５，６６１号の発明の名称「点状の点光源から線形または平面光ビー
ムを生成するための光拡張システム（Ｌｉｇｈｔ　Ｅｘｐａｎｄｉｎｇ　Ｓｙｓｔｅｍ　
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ｆｏｒ　Ｐｒｏｄｕｃｉｎｇ　ａ　Ｌｉｎｅａｒ　ｏｒ　Ｐｌａｎａｒ　Ｌｉｇｈｔ　Ｂ
ｅａｍ　ｆｒｏｍ　ａ　Ｐｏｉｎｔ－Ｌｉｋｅ　Ｌｉｇｈｔ　Ｓｏｕｒｃｅ）」は、ある
面積にわたって分布させるために光の線を光パネルに方向付ける、ビーム拡張光パイプを
記載している。同様に、Ｃａｓｓａｒｌｙらによる米国特許出願公開第２００５／０２３
１９７３号の発明の名称「指向性側面光抽出を備える効果的な照明器具（Ｅｆｆｉｃｉｅ
ｎｔ　Ｌｕｍｉｎａｉｒｅ　ｗｉｔｈ　Ｄｉｒｅｃｔｉｏｎａｌ　Ｓｉｄｅ－Ｌｉｇｈｔ
　Ｅｘｔｒａｃｔｉｏｎ）」に記載された照明器具構成は、例えば展示または陳列ケース
用などの、背面に沿って光を方向変換するための光抽出構造体を備える光パイプを使用す
る。この方法のさらに別の実施例として、アベらによる米国特許第５，８５７，７６１号
の発明の名称「照明デバイス（Ｉｌｌｕｍｉｎａｔｉｏｎ　Ｄｅｖｉｃｅ）」は点光源の
光を光放射プレートに拡散する光ガイドを開示している。
【０００９】
　さらに他のバックライティング問題解決策は、単一光源から光を方向付けるためにフレ
キシブル光ファイバを用い、その後、ＬＣＤパネルの背面への放射のために光を拡散する
。この方法の様々なバージョンが記載されており、例えば、Ｋｉｍらへの米国特許第６，
７１４，１８５号の発明の名称「光ファイバを用いる液晶ディスプレイのバックライティ
ング装置（Ｂａｃｋ　Ｌｉｇｈｔｉｎｇ　Ａｐｐａｒａｔｕｓ　ｏｆ　Ｌｉｑｕｉｄ　Ｃ
ｒｙｓｔａｌ　Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｕｓｉｎｇ　Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｆｉｂｅｒ）」およびＫ
ａｓｃｈｋｅへの米国特許第５，５４２，０１６号の発明の名称「光ファイバ発光装置（
Ｏｐｔｉｃａｌ　Ｆｉｂｅｒ　Ｌｉｇｈｔ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ａｐｐａｒａｔｕｓ）」
がある。
【特許文献１】米国特許第６，７８９，９２１号明細書
【特許文献２】米国特許第５，４９９，１１２号明細書
【特許文献３】米国特許第５，４００，２２４号明細書
【特許文献４】米国特許出願公開番号第２００３／０１２３２４６号明細書
【特許文献５】米国特許第５，８３５，６６１号明細書
【特許文献６】米国特許出願第２００５／０２３１９７３号明細書
【特許文献７】米国特許第５，８５７，７６１号明細書
【特許文献８】米国特許第６，７１４，１８５号明細書
【特許文献９】米国特許第５，５４２，０１６号明細書
【非特許文献１】Ｍ．　Ｚｅｉｌｅｒ，Ｊ．Ｈｕｔｔｎｅｒ，Ｌ．ＰｌｏｔｚおよびＨ．
Ｏｔｔによる表題「Ｌａｔｅ－Ｎｅｗｓ　Ｐａｐｅｒ：ＬＥＤバックライティングの問題
解決策についての最適化パラメータ（Ｌａｔｅ－Ｎｅｗｓ　Ｐａｐｅｒ：　Ｏｐｔｉｍｉ
ｚａｔｉｏｎ　Ｐａｒａｍｅｔｅｒｓ　ｆｏｒ　ＬＥＤ　Ｂａｃｋｌｉｇｈｔｉｎｇ　Ｓ
ｏｌｕｔｉｏｎ）ＳＩＤ　２００６　Ｄｉｇｅｓｔ　１５２４－１５２７頁
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
　上述の例が証明するとおり、ＬＥＤバックライティングを実現する目的に対してかなり
の努力がなされてきた。しかし、多くの問題解決策が提案されてきたが、特に標準的なラ
ップトップの寸法またはより大きいディスプレイパネルのためのバックライティングの問
題に直面するとき、各種類の問題解決策に特有の重大な欠点が存在する。Ｄｅｌｏｙらに
よる米国特許第６，７８９，９２１号に提案されている２－Ｄマトリクスの開示は低コス
トで実現するのが困難であり、比較的コストが高く、大型であり、均一性に問題がある傾
向がある。カワイらによる米国特許第５，４９９，１１２号に記載された光ガイド構成の
開示は、ディスプレイバックライティング用途よりむしろ均一な光の線を要求する走査用
途に対して最適である。ＤｕＮａｈらによる米国特許第５，４００，２２４号に記載され
た成形パネル構成の開示は一般照明には十分良好に機能するかもしれないが、フルカラー
ディスプレイ用途に対して均一性に問題がある傾向がある。この種類の問題解決策は、よ
り大きなサイズを製造するにはますます高価になり、熱および機械的ストレスのために曲
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がりの影響を受けやすい。さらに重要なことには、このような問題解決策は良好な色混合
性を提供せず、かつ個体光源を使用する用途にはあまり適していない。点光源からパネル
への配列、例えば米国特許出願公開番号第２００３／０１２３２４６号号のＰａｒｋｅｒ
の出願に開示されたような点光源からパネルへの配列は、実用的ではなく、より大きなサ
イズのディスプレイに対する色および光度の均一性に問題を示す。光ガイドからバックパ
ネルへの構成、例えばＴａｉらによる米国特許第５，８３５，６６１号の開示に記載され
たような光ガイドからバックパネルへの構成は非効率的であり、均一性に劣る影響を受け
やすく、比較的小さいディスプレイに対してのみ好適である。上述の処理された光ファイ
バの使用は小型の手持ち式ディスプレイに対して利点を有するが、デスクトップまたはよ
り大きなディスプレイ設計に対しては実用的ではなく非効率である。
【００１１】
　これらの欠点に加えて、従来の問題解決策は全体として、広範囲の商品化およびＬＣデ
ィスプレイの許容に対して要求される、高品質のカラー画像に対する重要な課題に対応で
きない。色域は特にディスプレイ設計者にとって関心のある、１つの重要事項である。従
来のＣＣＦＬは、ＮＴＳＣ色域の最大約７０％までを提示する、多くの用途に対して許容
可能な色品質の基準を提供する。これはラップトップおよびコンピュータモニタ用途には
許容可能であり得るが、フルカラーＴＶディスプレイに必要とされるものには不足する。
【００１２】
　ＣＣＦＬ光源とは対照的に、ＬＥＤおよび他の固体光源は、それらの比較的高度のスペ
クトル純度のため、本来的に１００％以上のＮＴＳＣ色域を提供することができる。この
拡大された色域を提供するために、３つ以上の異なる色のＬＥＤまたは他の固体光源が必
要とされる。ＬＥＤおよび他の固体光源を使用する場合、このように拡大された色域に対
応するために、バックライティング装置からは高レベルの色混合性が要求される。画像デ
ィスプレイ技術分野における当業者にはよく知られているように、固体光源、例えば赤（
Ｒ）、緑（Ｇ）および青（Ｂ）ＬＥＤを使用する場合、良好なレベルの色の均一性を達成
することは特に困難である。例えば上述のような、より大きい面積の光ガイドを利用する
従来のバックライティング問題解決策は、一様に劣った色混合性を示す。
【００１３】
　より大型のディスプレイに対するバックライティングに関連する他の課題は、低コスト
の組立、光効率、均一性および小型サイズの必要性を含む。先に述べたとおり、従来のＬ
ＥＤバックライティング問題解決策は、これらの追加の必要条件に適合するのに必要とさ
れるものが不足している。加えて、反射偏光子の必要性を排除することは特に有効であり
、これにより均一性および光度が十分に向上されることが可能になり得る。
【００１４】
　このように、安価で製造することができる、最小の厚みを有し、優れた均一性、高光度
および高レベルの効率を備えた色混合性を提供する、ＬＥＤバックライト問題解決策の必
要性が存在することが理解され得る。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　本発明の目的は、バックライト照明の技術を発展させることおよび固体光源を利用する
のに必要な高レベルの色混合性を提供することである。
　本発明は、
ａ）２以上の伸長照明体であって、
　少なくとも１つの伸長照明体が、ディスプレイパネルの方向に光を方向付けるように配
置され、および少なくとも１つの伸長照明体が
（ｉ）ディスプレイパネルと実質的に平行であって、ディスプレイパネルの真下にある照
明面に沿って延びる固体の透明な伸長光チャネルと、
（ｉｉ）伸長光チャネルに光を提供するための関連する固体光源と、
（ｉｉｉ）ディスプレイパネルの方向に、光チャネルから上向きに光を方向変換するため
の光抽出要素とを含む、
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２以上の伸長照明体と、
　ｂ）バックライト照明を提供する２つ以上の伸長照明体からの方向変換された光を均一
化するための光拡散要素と、
を含む、ディスプレイパネルの方向に光を方向変換するためのバックライト装置を提供す
る。
【００１６】
　本発明はまた、バックライト装置およびバックライト装置を用いるディスプレイにおけ
る、バリエーションを提供する。また、光を供給する方法も開示される。本発明の特徴は
複数照明チャネルを利用するバックライトを提供することである。
【００１７】
　本発明の利点は、固体光源を用いてディスプレイをバックライティングする領域を提供
することである。本発明の装置は拡大縮小が可能であり、かつより大きなサイズのＬＣパ
ネルに特に適合性である。
【００１８】
　本発明のさらなる利点は、光ガイドプレートまたは他の平面型パネルの必要性を排除し
、バックライト構成要素に対する費用および外形寸法を低減するのに役立つことである。
【００１９】
　本発明のこれらおよび他の目的、特徴および利点は、本発明の例示的実施形態が示され
説明されている図と関連してなされる、以下の詳細な説明を読むことにより、当業者には
明らかになるであろう。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　本発明は、ディスプレイ用途、特にＬＣディスプレイパネル（例えば液晶ＴＶ、医療診
断ディスプレイ、画像ディスプレイおよび軍用ディスプレイに対して使用されるＬＣディ
スプレイパネルなど）に適するバックライト装置を提供する。さらに、本発明のバックラ
イト装置は、固体照明が有利である、他の照明用途に対して使用することができる。
【００２１】
　本発明の開示の文脈において、用語「固体光源」は照明技術分野における当業者により
認められた、半導体材料から形成される放射光源の種類を示唆するその通常の意味を有す
る。固体光源は、例えば、発光ダイオード（ＬＥＤ）、有機発光ダイオード（ＯＬＥＤ）
およびポリマー発光ダイオード（ＰＬＥＤ）ならびに半導体レーザを含む。一般に、本明
細書で用いられる用語の固体光源は、小さな点状源による任意の光源を意味するが、放射
光源の設計は、放射される光が点状でなく見えるように平行化されているかまたは拡散さ
れるようにすることができる。それぞれの固体光源のアレイは、よりブロードな点状でな
い光源における光を集結するような方法またはレンズ要素をともなって配置されてもよい
。
【００２２】
　本発明の開示の文脈において、光の方向は上向きとして記載されている。したがって、
バックライティング装置は照明面から上向きに光を放射する。したがって、用語「下方」
および「上方」は、この方向指定に従う。ディスプレイパネルは透過型空間光変調デバイ
ス、例えば、ＬＣディスプレイデバイスまたは他の光バルブアレイである。照明体および
光チャネルに関して本明細書で用いられる用語の「線形」または「伸長」は、幅より長さ
が大幅に長いことを意味し、典型的には、一方の（長さ）方向においてディスプレイの長
さに近似するが、他方の（幅）方向における長さはディスプレイの長さにほど遠い。これ
らの用語には直線または曲線方向（例えば、蛇行）を含む。例としては、様々な断面の端
部形状、例えば、四角形、直線、円形、三角形が挙げられ、またはそれらは２以上の形状
の複合形状であってもよい。照明体または光チャネルの少なくとも１つの面は、光チャネ
ルの内部反射のすべてを抽出さもなければ分割または方向変換するための手段を備えてい
てよい。このような手段は、均一な光の出現を提供する方法でなされてもよい。
【００２３】
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　図１は本発明によるバックライト装置１０の光チャネルアレイ１２の斜視図である。図
３は単一の線形または伸長照明体１４を示している。光チャネルアレイ１２（図１）は２
つ以上の線形または伸長照明体１４の配置を有する。図３に示されているとおり、各伸長
照明体１４は、少なくとも１つの固体光源１６、例えば、ＬＥＤ、レーザ、または他の面
放射光源を有し、伸長光チャネル１８および光抽出要素２０からなる。図１および３の特
定の実施形態では、各伸長照明体１４は２つの固体光源１６を有する。図２に示されてい
るとおり、伸長光チャネル１８の端部５４は代替として反射性であってもよい。
【００２４】
　各伸長照明体１４は、照明面２２に沿って延び、ディスプレイパネル２４の方向（図１
において点線で示されるディスプレイスクリーンを含む方面）に、上向きに光を方向変換
する。ディスプレイパネル２４および照明面２２は実質的に平行である。図２の斜視図は
上方視点からの面２２および２４を示している。光チャネルアレイ１２からの光の主な方
向は、図１、２および後続の図におけｚ軸の全体的な方向でありディスプレイパネル２４
の方向に向かう、上方である。これらの図に使用されているｘｙｚ座標系を用いると、伸
長照明体１４はｙ軸の全体的な方向に延び、典型的にｘ軸に沿ってある距離だけ相互に間
隔を空けている。画像技術分野における当業者には理解され得るように、伸長照明体１４
を、それらがｘ軸の一般方向に延び、ｙ軸に沿ってある距離だけ相互に間隔を空けるよう
にする直角に配置することができる。後続の説明および図では、ｙ軸に沿った伸長が示さ
れているが、代替として直角の配置も用いられ得る。
【００２５】
　光パイプの１種である伸長光チャネル１８は、その幅寸法Ｗまたは厚さ寸法Ｔよりかな
り長い、長さ寸法Ｌを有する。好ましくは、長さＬは幅寸法Ｗの５倍より大きい。好まし
くは、幅寸法Ｗおよび厚さ寸法Ｔは係数２以下で相互に異なる。一実施形態では、寸法Ｔ
およびＷはほぼ等しい。伸長光チャネル１８内に方向付けされた光は、全反射（ＴＩＲ）
の手段によって、この光ガイド構造体を通して伝搬されるため、寸法ＷおよびＴを長さＬ
より大幅に小さく保たつことで、色混合性および均一性が向上される。それはＴＩＲを用
いているので、伸長光チャネル１８は、光抽出要素２０によりもたらされる意図された方
向を除いて光損失が極めて小さいため、効率が高い。
【００２６】
　照明面２２とディスプレイパネル２４の間の距離が最適な一定値に維持されるので、固
体の伸長光チャネル１８の剛性は、より均一な光出力を提供するのに役立つ。本発明の開
示の文脈における、記述用語「剛性」は、それ自体の重量に起因する目に見えるそりまた
は曲げを示さない要素にあてはまる。この配置はまた、伸長光チャネル１８を光チャネル
アレイ１２に組み立てるのも簡単にする。断面において、伸長光チャネル１８は、四角形
、三角形または円形であっても、または他の何らかの形状を有してもよい。例えば、固体
の伸長光チャネル１８は、ＬＥＤ光源１６からの光の混合性を向上するために、様々な湾
曲側壁を有することもできる。断面の形状または寸法は、後続の実例に示されるとおり、
伸長光チャネル１８がテーパー状となるように伸長光チャネル１８の全長にわたって変更
されてもよく、あるいは断面の形状を別の方法で変更してもよい。
【００２７】
　図４は、それぞれ赤、緑および青のＬＥＤ光源１６ｒ、１６ｇおよび１６ｂの３色組の
配置を示す伸長光チャネル１８の側方からの平面図である。この配置は特に、各ＲＧＢの
ＬＥＤ光源１６ｒ、１６ｇおよび１６ｂからの光が伸長光チャネル１８内で十分に混合す
るのに有利であり、これにより高度の色均一性が達成される。先に述べたとおり、ＲＧＢ
のＬＥＤを使用するときに、高レベルの色の均一性を達成することは重要な課題であり得
る。代替として、白色光ＬＥＤなどの単一ＬＥＤ１６を使用してもよい。代替として、例
えばＲＧＧＢ構成を設けるかあるいは青緑色、オレンジまたは他の色を追加などの、追加
のカラーＬＥＤを使用することにより、輝度を増加または色域を拡大することができる。
他のライティング構成もまた可能であり、後により詳細に説明される。
【００２８】
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　図５は、伸長光チャネル１８の小部分内のＴＩＲ反射を示す斜視図である。この図が示
すとおり、ＬＥＤ１６からの光は、伸長光チャネル１８の内端から複数回反射され得る。
一般的法則として、多回数の反射が望ましく、向上した混合性は増加した反射の数により
達成される。このように、伸長光チャネル１８をその長さが、その幅より少なくとも１０
倍以上に形成することは、より均一な色混合性を実現するのに役立つ。
【００２９】
　図６Ａおよび６Ｂの断面図に示されているとおり、伸長光チャネル１８もまた反射面３
０、例えば銀鏡面を有してもよい。任意の反射面３０はディスプレイパネル２４の方向に
光を方向変換する（図２）。反射面３０は、図６Ａに示されているとおり、空隙３２によ
り伸長光チャネル１８から分離されていてもよいし、または図６Ｂ示されているとおり、
伸長光チャネル１８の面上に一体的に形成されてもよい。
【００３０】
　図７Ａ、７Ｂおよび７Ｃは、本発明の光チャネルアレイ１２を備えるバックライト装置
１０を使用するディスプレイ装置４０の異なる実施形態について、図１の断面Ａ－Ａとし
て示された面に対応する断面図を示している。バックライト装置１０は、向上された均一
性を提供するために拡散器３４を含み、場合により１以上の接着層を有する、１以上の任
意の光調節フィルム４２を含んでもよい。ディスプレイパネル２４はＬＣディスプレイパ
ネルであってもよい。放射された光Ｅは、照明面２２からディスプレイパネル２４の方向
に主に方向付けれる。伸長照明体１４は、散乱または鏡面反射鏡またはコーティングを使
用して反射性にされた反射性の側壁および背面壁を有するライトボックス３８内に収容さ
れる。このように、伸長照明体１４はライトボックス３８の背面の反射面３９の上方に留
まっている。
【００３１】
　拡散器３４は、顔料、気泡または内部ガラスビーズを使用するバルク型拡散器であり得
る。代替として、拡散器３４は表面型拡散器、例えば、透明なバインダーを用いる単一ま
たは複数サイズのビーズを備えるビーズ表面である。フレネルレンズ拡散器もまた使用で
きる。
【００３２】
　図７Ｂはディスプレイ装置４０へのコリメータ３６の追加を示している。コリメータ３
６は、図示された座標指定を使用する場合のｘｚ平面に対して放射光を平行にするのに役
立つ。一実施形態では、コリメータ３６は、ｘｚ平面においていくらかの光出力を有する
が、直交（ｙ）方向においてゼロの光出力を有する、円筒形フレネルレンズのアレイであ
る。コリメータ３６に対する他の選択は円筒形レンズアレイ、ホログラフィック構造体、
ＴＩＲレンズアレイまたはプリズムアレイを含む。コリメータ３６は照明面２２から好適
な距離でコリメータ自体を支持するのに十分な剛性を有していなければならず、この目的
のために追加支持体（図示せず）を要求してもよい。
【００３３】
　図７Ｃは、バックライト装置１０内にハイブリッド照明配置を有するディスプレイ装置
４０の実施形態を示している。ここで、１以上のランプ４４、例えばＣＣＦＬ光源が、伸
長照明体１４と一緒に設けられている。ランプ４４は白色光を供給するか、または、例え
ばいくつかのＬＥＤによっては不足する可能性がある例えば緑などの特定の光を供給する
こともできる。
【００３４】
　光調節フィルム４２は様々な種類の光増強フィルムまたは光度増強フィルム（ＢＥＦ）
、例えばミネソタ州、セントポール（Ｓｔ．Ｐａｕｌ）の３Ｍ社の製品のＶｉｋｕｉｔｉ
（商標）Ｔｈｉｎ　Ｂｒｉｇｈｔｎｅｓｓ　Ｅｎｈａｎｃｅｍｅｎｔ　Ｆｉｌｍを含んで
もよい。また例えば反射偏光子などの偏光子が、設けられてもよい。
【００３５】
　図８Ａの側面図は、コリメータ３６が使用されるときに、どのように伸長照明体１４か
ら光が方向付けされるかを示している。伸長照明体１４から外向きに方向付けられた光は
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、一般にはディスプレイパネル２４の方向に方向付けられるが、ある範囲の角度全体にわ
たって放射される。好ましくは、伸長照明体１４の光放射面はコリメータ３６の焦点面に
近い。この光はコリメータ３６に達し、コリメータ３６は、ディスプレイパネル２４に対
して垂直の方向に光を方向変換する。その後、拡散器３４は狭い範囲の角度全体にコリメ
ート光を拡散し、ディスプレイパネル２４により均一なバックライトを提供する。図８Ｂ
は、例えば図７Ｂの実施形態において使用されているような、フレネル型円筒形レンズコ
リメータ３６の拡大断面図を示している。
【００３６】
　光チャネルアレイ１２内の伸長照明体１４は、図９、１０、１１および１２の実施例の
平面図に示されるとおり、任意の数の形態に分布されてもよい。図９の配置では、伸長照
明体１４はディスプレイパネル２４の全幅に伸び、ｘ方向に相互に様々な距離で分布され
ている。ここでは、各伸長照明体１４は各端部に１つずつ、２つの光源１６を有している
。図１０および１１では、伸長照明体１４はディスプレイパネル２４の全幅には伸びてい
ないが、ディスプレイパネル２４に対する必要条件により決定されるとおりに、等しい長
さまたは等しくない長さを有していてもよい。対応する光源１６を有していない端部５４
は反射性であってもよい。図１１と同様の配置は、例えば、放射された光におけるパター
ンの存在が発見されにくいので、均一性に対する利点を有し得る。
【００３７】
　隣接する伸長照明体１４の間の分離距離は、様々な要因、例えば、必要な光度、面積お
よび均一性などに基づいて変更することができる。隣接する伸長照明体１４は隣接するこ
とはできるが、光学的に結合されない。
【００３８】
　図１２の構成は、より曲がりの大きい外形を有する伸長照明体１４を示している。多く
の代替配置が可能であり、これらは、いくらかの曲がりを有する伸長照明体１４が伸びる
ことが有利である場合のディスプレイの実施形態であり得る。
【００３９】
　図１３の斜視図は、伸長照明体１４を収容するライトボックス３８を備える実施形態を
示している。ここでは、ライトボックス３８は各伸長照明体１４中に光を誘導するための
開口４６を有する。開口４６はまた、伸長照明体１４を所定の位置に保持するためにも使
用することができる。ここで、伸長照明体１４の一部分はこの開口を通して突き出る。反
射面４８もまた、先に述べたとおり、ライトボックス３８内に設けられてもよい。他の光
誘導構造体をライトボックス３８内に設けることもできる。図１４の側面図はライトボッ
クス３８内で使用されるペアの支持体５２を示しており、この支持体５２によって、伸長
光チャネル１８を照明面２２に対して真直ぐに所定の位置に維持する。
【００４０】
　必要とされる光度レベルを達成するため、ならびに様々な波長の光源１６が使用される
スペクトル成分を混合するために、開口率（ｆｉｌｌ　ｆａｃｔｏｒ）は重要な考慮すべ
き点である。各伸長照明体１４の開口率は、光を光チャネル１８に誘導する１以上の光源
１６の表面積と、光チャネル１８の入射光の表面面積との比として計算される。バックラ
イト装置１０に対する開口率は、伸長照明体１４の放射面積の総和と、装置の照明面２２
の表面面積との比として計算される。
【００４１】
光源
　各伸長照明体１４は少なくとも１つの独立した固体光源１６を有する。固体光源１６は
、複数光チャネル１８に対してではなく、固体光源１６に対応する光チャネル１８に対し
てのみ光を送出するという点で独立であり得る。
【００４２】
　先に述べたとおり、固体光源１６はＬＥＤであってもよい。ＬＥＤは高光度および優れ
たスペクトル特性のため利益をもたらす。したがって、狭波長帯域内で直接照明放射を提
供するＬＥＤは、従来の光源に勝る改善された色域を提供する照明を提供することを可能
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にする。ＣＣＦＬ光源は、例えば、ＬＣＤパネルにおいて使用されるとき、約７０％のＮ
ＴＳＣ色域を提供する。ＬＥＤ光源は１００％またはそれ以上のＮＴＳＣ範囲を達成でき
る。ＬＥＤはまた高速でパルス化できるので利益をもたらす。
【００４３】
　本発明の光チャネル１８はＬＥＤに高度の色混合性を提供する。光ガイドプレートおよ
び他の従来の問題解決策とは異なり、光チャネル１８は比較的狭い幅寸法を有する。この
構成は、光が光チャネル１８により提供される光路を進んで伝搬するに伴い、十分な数の
反射、ＴＩＲ作用を生じる。赤（Ｒ）、緑（Ｇ）および青（Ｂ）のＬＥＤは光チャネル１
８の一方または両方の端部にＬＥＤのＲＧＢトリオとして配置され得る。あるいは１以上
の色の１より多くのＬＥＤを備えるＲＧＧＢ配列が緑の光レベルを増強するために使用さ
れ得る。代替として、例えば単一光チャネル１８が一方の端部に赤および緑のＬＥＤなら
びに他方の端部に緑および青のＬＥＤを有するようにして、Ｒ、ＧおよびＢのＬＥＤは光
チャネル１８の別々の端部に分布させることができる。場合により、第４のＬＥＤ、例え
ば、白色光のＬＥＤまたは他の色のＬＥＤを光チャネル１８の一方または両方の端部に配
置できる。別の実施形態では、例えば、３つの隣接する光チャネル１８がそれぞれ、赤、
緑および青のＬＥＤを有するようにして、各個別の光チャネル１８は単一のカラー光源１
６を有することもできる。
【００４４】
　個々の伸長光チャネル１８に光を誘導するため、二色性フィルタを用いることができる
。図１８を参照すると、バックライト装置１０の一部に、多色光源５０は、個々の光チャ
ネル１８内に青および緑の波長をそれぞれ反射する、二色性フィルタ５６および５８を通
して光を方向付けする。赤色光はその後、反射鏡６０から別の光チャネル１８方向に反射
される。点線で示されるとおり、この構成の伸長照明体１４は、例えば二色性フィルタ５
６などの反射面および伸長光チャネル１８からなる。二色性フィルタ５６および５８は、
振幅または偏光ビームスプリッタに置き換えることができる。別の実施形態では、図１９
に示されるとおり、振幅または偏光ビームスプリッタ６４はそれぞれ、赤、緑および青色
のそれぞれ光源１６ｒ、１６ｇおよび１６ｂからの光を結合するために使用され、これに
より、この結合された光は光チャネル１８内に方向付けられる。
【００４５】
　混合されたＲＧＢまたは白色光はディスプレイパネル２４に供給されるように、光源１
６は連続的にオン状態にできる。代替として、色の連続的なバックライティングの配置も
可能である。一実施形態では、Ｒ、ＧおよびＢは順次対応する光源１６を起動することに
よりバックライト装置８０から高速で周期させることができる。代替として、Ｒ、Ｇおよ
びＢまたは他の色をバックライト装置１０の表面を横切る画面移動シーケンスで提供する
ことにより、線形走査を提供することができる。次に、ディスプレイパネル２４は同一シ
ーケンスでピクセルの対応する行または列を起動して、連続変調された色を提供できる。
このような構成は、例えばＬＣディスプレイにおいて、色フィルタアレイの必要性を不要
にする。例えば青緑色、赤紫色および黄色などの混合された色は、代替的に光源１６の時
間的起動を用いて提供できる。
【００４６】
　代替として、レーザ光源が本発明の伸長照明体１４において使用できる。これらの相対
的スペクトル純度および高速の応答時間は、レーザをいくつかの種類のディスプレイ用途
のための魅力的な選択肢にする。レーザの高光度および高光出力レベルにより、単一光源
は、例えば図１８に示された構成を使用して、複数の伸長光チャネル１８を照明すること
が可能になる。
【００４７】
　図１６は代替の構成を示しており、この構成では、光源１６ｒ、１６ｇおよび１６ｂが
、例えば放物面鏡といった、湾曲反射面６６により支援される。この構成は１以上のＬＥ
Ｄ光源から光チャネル１８内に光を方向付けるのに役立つ。
【００４８】
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　伸長照明体１４において使用することのできる代替の光源は、有機発光ダイオード（Ｏ
ＬＥＤ）およびポリマー発光ダイオード（ＰＬＥＤ）を包含し得る。
【００４９】
光チャネル
　伸長光チャネル１８は、例えば積層安全ガラスなどの様々な種類のガラスをはじめとす
る、高透明度材料から形成される。使用可能なプラスチックにはＰＭＭＡ、ポリカーボネ
ート、ポリエステル、ポリアミド、ポリスルホン、ポリオレフィン、環状オレフィンおよ
びそれらのコポリマーを包含する。光チャネル１８は耐熱性および耐光性の向上のために
添加剤を有してもよい。材料の光透過性は約９０％を超えるべきである。意図的に処理さ
れる場合を除いて、光チャネル１８の表面は光学的仕上げを有する必要がある。高い屈折
率ｎはそれの有利な光ガイド特性のために好ましい。
【００５０】
　製造において、光チャネル１８は押出成形または射出成形される得か、あるいはソルベ
ント成形され得る。さらに、例えば加熱または引き伸ばしによるなどの材料の状態調整は
寸法安定性を達成するために有益であり得る。
【００５１】
　高度の剛性または硬直性は、より大きいバックプレーン装置１０に対するモジュラ構成
要素として光チャネル１８を提供するために有利である。高度の剛性は光パイプアレイ１
２の簡単な取扱いおよび組立ての容易性を可能にする。１０ｍＮを超える剛性が好ましい
。クリップ、ホルダーまたは他の支持体を使用して、図１４に関連して説明されたとおり
、より長い全長の光チャネル１８に対するたるみまたは曲がりの防止を支援できる。光チ
ャネル１８は曲りを阻止するのに十分な幅Ｗの寸法を有する必要がある。必要な場合は、
追加の支持構造体を使用して、横方向の曲りみを防止することができる。
【００５２】
　本出願に示される実施形態においては、光チャネル１８は光源１６からいくらかの距離
を空けている。しかし、伸長光チャネル１８内に光源１６を埋め込むことも可能である。
【００５３】
光抽出機能
　光抽出要素２０に対する多くの実施形態が存在する。伸長照明体１４の光抽出要素２０
の基本機能は、ＴＩＲによりチャネルさせるのではなく光を抽出することであり、これに
より、伸長光チャネル１８から光を放射させる。これは以下を含む多くの方法によりなさ
れ得る：
　（ｉ）放射面を形成するための光チャネル１８の処理。面処理の種類は、ディスプレイ
と対向する面に沿って、伸長光チャネル１８の縁に沿った光抽出構造体を形成することを
含む。例えば、１つの方法は長さ方向Ｌに沿ってプリズム構造体アレイを形成することで
ある。使用される微細構造体はプリズム、角錐、半球またはＴＩＲを妨げるための他の明
確な形状体のアレイである。これらは、反転された、または個々の要素として形成される
、または列に配列される、上部もしくは底部放射構造体を含み得る。微細構造体は、光源
からの距離に応じて成形されるかさもなければ様々な形状およびサイズから形成される。
この方法の１つの例は、上述のＴａｉらによる米国特許第５，５０６，９２９号に提示さ
れている。伸長光チャネル１８の表面は、光抽出要素２０を提供するために粗面とされて
いるかまたは磨かれ得る。エンボス加工またはプレス加工が光抽出機能を形成するために
使用され得る。
　（ｉｉ）光抽出フィルム構成要素の適用。この目的のために可能な１つのフィルムは、
本発明の譲受人に譲渡された、同一出願人Ｌｅｅらによる米国特許出願公開第２００５／
０２７０７９８号の発明の名称「Ｂｒｉｇｈｔｎｅｓｓ　Ｅｎｈａｎｃｅｍｅｎｔ　Ｆｉ
ｌｍ　Ｕｓｉｎｇ　Ａ　Ｌｉｎｅａｒ　Ａｒｒａｎｇｅｍｅｎｔ　Ｏｆ　Ｌｉｇｈｔ　Ｃ
ｏｎｃｅｎｔｒａｔｏｒｓ」に記載され、この全開示内容は、参照により本明細書に組み
込まれる。光抽出フィルムのストリップは、例えば、接着剤を使用して伸長光チャネル１
８の表面に貼り付けできる。使用される接着剤は感圧接着剤または感熱性接着剤であり得
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、紫外線または電子ビーム放射を使用して硬化することができる。あるいは、例えばエポ
キシなどの化学的架橋材料を代替として使用することができる。広い温度範囲（－４０～
８５℃）に耐えることができる接着剤が、多くの場合、ＬＣＤディスプレイ用途に対して
必要とされる。より高い温度範囲（６０～８５℃）およびより高い相対湿度（９５％＠６
５℃）に耐えることができる接着剤が好ましい。高い光透過率が好ましい。添加剤を接着
剤の屈折率を修正するために使用することができる。先の細いディスペンサーまたは熱溶
解接着剤のディスペンサーは側壁（光チャネル１８の、ディスプレイパネルすなわち表示
の方向に向けられた光放射側）にフィルム構成要素の一部分を取り付けるために使用され
る。製造において、光チャネル１８は並べて配置でき、その後１つの表面にフィルムが取
り付けられ、その後トリミングおよび分離されるか、またはパッケージングされ、貼り付
けられたフィルムと共に使用される。任意の接着取り付けされる材料も、高熱状態下で曲
げ力を発生しないように慎重に選択しなければならない。
　場合により、伸長照明体１４の光放射面は光抽出構造体をその上に形成する形状とされ
てもよい。光チャネル１８の一部は、例えば、ローラーを使用して成形することができ、
または別な方法で光方向変換微細構造体を形成するように処理されてもよい。伸長照明体
１４が射出成形される場合、表面の光抽出構造体（それらのメス型）は該成形の一部とし
て形成されてもよい。その後、ポリマーが射出され冷却されると、光抽出構造体は伸長照
明体１４の一体化された部分となる。
　（ｉｉ）印刷されたドット。光放射面の反対側の光チャネル１８のベース部分に沿って
印刷された反射性のドットのパターンは、光チャネル１８から外向きに光を方向変換する
ために使用できる。印刷されたドットは様々な密度およびサイズであり得、より均一な光
出力を提供することの一助となる。この種類の方法を用いる光抽出技術の例としては、前
述のＡｂｅらの米国特許第５，８５７，７６１号に開示されているものが挙げられる。
　（ｉｉｉ）伸長光チャネル１８の形成。光チャネル１８はテーパー形状の外形を備えて
形成されてもよい。一実施形態では、光チャネル１８はテーパー状にされ且つディスプレ
イパネル２４の全幅に延びている。図１５の側面図は２つのテーパー状の光チャネル１８
を使用する交互配列配置を示している。端部５４は反射性コーティングされることができ
、または場合によっては、２つの伸長照明体１４が同一の光の一部を共有し、同一線に沿
って延びるようにするために隣接する光チャネル１８に光学的に結合させることができる
。
　（ｉｖ）体積散乱。別の選択肢として、ミクロンスケールの粒子を光チャネル１８の内
側に分散させ、屈折率の不一致のために散乱を生成させることができる。
　（ｖ）内部反射鏡。Ｗａｎｇらの米国特許第６，１０４，３７１号の発明の名称「Ｍｏ
ｄｕｌａｒ，Ｈｉｇｈ－Ｉｎｔｅｎｓｉｔｙ　Ｆｉｂｅｒ　Ｏｔｉｃ　Ｂａｃｋｌｉｇｈ
ｔ　ｆｏｒ　Ｃｏｌｏｒ　Ｄｉｓｐｌａｙｓ」に記載されたように、ＴＩＲは光ガイド内
に形成される反射構造体により遮断できる。
【００５４】
　上記の（ｉ）～（ｖ）に記載されたこれらの種類の処理の組み合わせもまた使用するこ
とができる。光抽出形状体は個別の要素であってもよい。光チャネル１８の全長に沿って
均一な光放射を提供するために、結合される面積のサイズおよび密度は固体光源１６から
の光チャネル１８に沿った距離に応じて変化する。例えば、光チャネル１８の各端部にＬ
ＥＤ光源１６が存在する場合、光抽出形状体は端部近くの密度より中央近くに高い密度を
備えて分散され得る。代替として、光抽出要素２０の分散密度は一方向において実質的に
連続していてもよい。
【００５５】
　光抽出は１より多くの表面上に設けられてもよい。ＬＣＤおよび出力面から最も遠い、
光チャネル１８の反対側は、一般に、光漏れを防止するために滑らかな面を備えるが、代
替として、光抽出量を増加するための構造とされるか、処理がされるか、または粗面化が
されてもよい。
【００５６】
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　光抽出要素２０はディスプレイパネル２４または他の光出力側面と対向する光抽出チャ
ネル１８の側面に成形、エンボス加工、圧着、接着または積層されてもよい。光抽出要素
２０は偏光素子を含むことができ、これにより偏光を光チャネル１８から抽出することが
できる。
【００５７】
色ずれの監視
　ＬＥＤおよび他の種類の固体光源の１つの公知の問題は、スペクトルの安定性および精
度に関連し、これは若干の色ずれを生じ得る。図３および９に示されるとおり、任意の色
センサ６２は１以上の伸長照明体１４の構成要素として備えることができる。色センサ６
２は、例えば、ＬＥＤ間のまたは別の種類の光源１６間における老化、熱または製造の相
違に起因しうるような色ずれを補正する制御ループ内で使用できる。場合により、特定の
光パイプに最も近いピクセルの画像データを調整して、検出された色ずれを補正できる。
【００５８】
システムの検討
　現在利用可能な多数のデバイスのいずれかを用いて、本発明の伸長照明体１４は２００
０～６０００ニットまたはそれ以上で高レベルの照明を提供することができる。高エネル
ギーレベルでは、熱蓄積は、いくつかの用途においてＬＥＤに問題を生じる可能性がある
。バックライト装置１０は１以上の熱シンク、冷却ファンまたは操作中に過度な熱を散逸
させるのに役立つ他の機構を備えることができる。有利には、放熱構成要素は、本発明の
装置および方法を使用する場合、ＬＣＤパネルから離れて、ディスプレイデバイスの周辺
端部に沿って配置され得る。
【００５９】
　図１７は湾曲ディスプレイパネル２４を有するディスプレイ装置４０の実例の実施形態
を示している。ここでは、光チャネルアレイ１２において伸長照明体１４により提供され
る照明は、平面で提供されず、それぞれがディスプレイパネル２４の湾曲面と垂直である
軸ｚ 、ｚ’およびｚ’’に沿って方向変換された光であって一般的な「区分的に平行な
（ｐｉｅｃｅｗｉｓｅ　ｐａｒａｌｌｅｌ）」構成を備える光により湾曲面に沿って提供
される。このような構成はいくつかの種類のＬＣ構成要素に対しては最適ではない場合が
あるが、他の種類の透過型光変調構成要素は、図示されたとおり、特定の曲率を有するバ
ックライト装置１０とともに使用することができる。
【実施例】
【００６０】
実施例
　一実施形態は光チャネル１８として、公称断面１／４平方インチのアクリルの光パイプ
を使用する。光パイプは高い透明度であり、全側面および端部を光学的仕上げされている
。光チャネル１８を形成するために、アクリルの太い角材（０．２５インチ×０．２５イ
ンチ×６フィート）が１４インチ部分に切断され、その端部は旋盤上で磨かれていた。光
チャネル１８の全長に落とされて均一な細いエポキシビーズを形成するシリンジを使用し
て塗布されたＵＶエポキシを用いて、１つの光抽出フィルムが光チャネル１８の１つの面
に取り付けられた。その後、接着剤はＵＶランプにより硬化される。
【００６１】
　ＬＥＤアレイが光源１６として使用される。マルチダイのＲＧＢのＬＥＤが光チャネル
１８に近接して組み込まれる。これらのマルチダイＬＥＤは、単一パッケージ内の１個の
赤色、１個の青色および２個の緑色ダイ（ＯＳＲＡＭ，Ｉｎｃ．からのＯＳＲＡＭ　ＯＳ
ＴＡＲ放射デバイス、タイプＬＥ　ＡＴＢ　Ａ２Ａ）からなる。これらのデバイスは、各
ダイの光度は別個の電流源により制御されて個々にオンにすることができる。
【００６２】
　伸長照明体１４の別の実施形態が、正確な縮尺ではないが、図２０に縦断面図で示され
ている。光抽出要素２０として光抽出フィルム７６を貼り付けるために、ＵＶ接着剤（Ｎ
ｏｒｌａｎｄ　ＵＶエポキシ）７０が、マイクロチップ・ディスペンサーを用いて、光チ
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ィルムアセンブリを光チャネル１８に接着するためそれが表面に均一な湿潤をもたらすの
に十分なモノマーだけが塗布されるように注意を払った。光抽出フィルムアセンブリは光
チャネル１８に積層され、その後、ＵＶ光源に曝露され、接着剤を架橋した。光抽出フィ
ルム構造体は、個々にプリズム要素を有する微細構造化反転プリズムフィルムにより作ら
れており、微細構造化反転プリズムフィルムの分布密度は中心に比べて端部の近くで少な
かった。反転プリズムは、約８ミクロン厚みのポリウレタン接着剤７４内に部分的に埋め
込まれている。接着剤は予め５ミルのポリエステルシート７２上にコーティングされ、プ
リズムシートを接着剤でコーティングされたポリエステルシート７２の片面に接着するた
め、２３０°Ｆで加熱積層された。プリズムは、積層の間の熱移動によって約１０ミクロ
ンまで埋め込まれた。
【００６３】
　約２．５インチの焦点距離を有するコリメーティング線形フレネルフィルムが、フィル
ムの焦点距離にほぼ等しい空隙を有して、光チャネル１８の上面を覆って置かれた。一連
の写真は、高光度で優れた空間均一性を備えることを示した。ＬＥＤは個々に発光し、Ｒ
、Ｇ、Ｂ照明を生成し、その後一緒に混合されて十分混合された白色ＬＥＤ光を生成した
。
【００６４】
　米国特許第６，４２５，６７５号ならびに米国特許出願公開第２００４／０２２３６９
１号および第２００４／０１７９７７６号は、参照により本明細書に組み込まれる。
【００６５】
実施例
　本発明による光チャネル１８として構成された光パイプの色均一性は、同様の固体光源
のための光ガイドプレート（ＬＧＰ）の色均一性と比較された。光パイプはＰＭＭＡから
形成されており、６平方ｍｍ断面および２４５ｍｍ長さを有していた。光抽出フィルムは
光パイプの上面に接着された。光抽出フィルムはプリズム形状を有し、その一部は、空気
領域に隣接するポリマー領域を形成する光学的に透明な接着剤の層内に埋め込まれた。接
着剤（約１０ミクロン厚み）はポリエステルフィルムのシート上にコーティングされた。
その後ポリエステルフィルムは、光学的に透明な接着剤を用いて光パイプの上面に接着さ
れた。
【００６６】
　ＬＥＤアレイは光パイプの各端部上に位置された。出力光は、光抽出フィルムを出たと
きに測定された。ＬＥＤ間のほぼ中間で、光パイプの幅の中心近くの点は（光パイプの端
部から約３ｍｍ）、サンプル１として測定された。端部近くの第２点はサンプル２として
選択され、中心点と色均一性において比較された。
【００６７】
　比較では、同一材料、厚さおよび長さの光ガイドプレートが選択された。ＬＧＰの幅は
光パイプに比べて数倍の幅であった。同一種類の光抽出フィルムが光パイプで説明された
のと同様な方法でＬＧＰに適用された。ＬＧＰは各端部上に同一ＬＥＤ光源を使用した。
ＬＥＤ間の中程の点はサンプル１１として選択された。サンプル１１の２～３ｍｍ以内の
比較点もまた測定され、サンプル１２として比較された。
【００６８】
　光パイプおよび光ガイドプレートの色ずれは標準ＣＩＥ　１９３１色空間を用いて評価
される。この標準については、以下の式のとおり、全可視スペクトル全体を積分すること
により光の三刺激値が与えられる。
【００６９】
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【数１】

【００７０】
【数２】

【００７１】
　表１は関連パラメータ測定値および結果を記載している。三刺激空間における光チャネ
ル１８の光パイプ対光ガイドプレート（ＬＧＰ）との色均一性を比較するために、光パイ
プに対するΔｘの二乗の総和の平方根とΔｘの値とが（サンプル２対サンプル１）、ＬＰ
Ｇに対する同一値と比較される（サンプル１２対サンプル１１）。その結果は、表１のΔ
色の行に示されている。光パイプについてのより低いΔ色値は、より均一化色を表す。こ
こで、光パイプはＬＧＰに比べて約２０倍の均一性を示した。したがって、光パイプの使
用はＬＧＰに比べて改善された色混合性を提供する。
【００７２】
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【表１】

【００７３】
　本発明の装置は高度の光抽出を提供し、ＬＥＤ光の少なくとも５０％を外側向きにディ
スプレイデバイス２４の方向に方向付ける。これまでのバックライト方法に勝る利点は、
本発明の装置は向上された色混合性を提供することである。赤色、緑色、および青色ＬＥ
Ｄを用いて、色の高い空間均一性が可視範囲全体にわたって達成できる。特定用途につい
ては、可視範囲より長いまたは短い波長を用いることもできる。８０％を超える優れた光
度均一性を提供することが。有利には、本発明のバックライト装置１０は十分な光度を提
供し、これにより、光ガイドプレートの必要性をなくし、光強調および偏光のためにフィ
ルムをサポートする必要を最小にすることができる。複数の伸長照明体１４から形成され
るバックライト装置１０は拡大縮小が容易であり、したがって、この問題解決策は、より
大きい寸法のディスプレイパネルに特に好適である。より大きいディスプレイパネルは、
追加の伸長照明体１４を使用することによって、容易に対応できる。同時に、その小さい
寸法外形により、この問題解決策はディスプレイデバイスの全体厚みを減少するのに役立
つことが可能である。
【００７４】
　本発明を特定の好ましい実施形態に関連して個々に詳細に述べてきたが、上述のよなお
よび添付の特許請求の範囲に記載されたような本発明の範囲内で、本発明の範囲を逸脱す
ることなく、様々な変形形態および修正形態が実現可能であることは、当業者には理解さ
れるであろう。例えば、本発明の方法は、任意の数の種類または色の光源においても使用
できる。例えば、光成形、光コリメーション、光拡散、偏光、および光リサイクルに使用
される構成要素をはじめとする、任意の数の光調節要素も、バックライト装置１０の一部
として提供され得る。
【００７５】
　本明細書は、本発明の主題を特に指摘し、および明瞭に主張する特許請求の範囲をもっ
て結論とするが、本発明は添付図面に関連つけてなされる以下の記述から詳細に理解され
るものと考える。本説明において参照された特許および他の出版物は、参照によりその全
内容が本明細書に組み込まれる。
【図面の簡単な説明】
【００７６】
【図１】本発明によるバックライト装置の斜視図である。
【図２】バックライト装置を備えるディスプレイ装置の斜視図である。
【図３】一実施形態による伸長照明体の斜視図である。
【図４】伸長照明体の光パイプの一端におけるＬＥＤを示す平面図である。
【図５】一実施形態の伸長光パイプの斜視図である。
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【図６Ａ】別の実施形態の伸長照明体の断面図である。
【図６Ｂ】別の実施形態の伸長照明体の断面図である。
【図７Ａ】本発明の伸長照明体および拡散器を使用するディスプレイ装置の側面図である
。
【図７Ｂ】照明光路内の追加のコリメータ要素を備えるディスプレイ装置の側面図である
。
【図７Ｃ】ハイブリッド光源構成におけるディスプレイ装置の側面図である。
【図８Ａ】図７Ｂに示された実施形態における光放射、コリメーションおよび拡散を示す
側面図である。
【図８Ｂ】図７Ｂに示された実施形態におけるフレネル型円筒形レンズの拡大断面図を示
している。
【図９】伸長照明体の１つの可能な構成を示すバックライト装置の平面図である。
【図１０】伸長照明体の１つの可能な構成を示すバックライト装置の平面図である。
【図１１】伸長照明体の１つの可能な構成を示すバックライト装置の平面図である。
【図１２】伸長照明体の１つの可能な構成を示すバックライト装置の平面図である。
【図１３】ライトボックス内の伸長照明体の斜視図である。
【図１４】任意の支持体を示す伸長照明体の側面図である。
【図１５】代替の実施形態におけるペアの伸長照明体の側面図である。
【図１６】関連する光源に対する反射面を備える光パイプの平面図である。
【図１７】本発明のバックライトを用いる湾曲ディスプレイ装置の斜視図である。
【図１８】２色性の反射面を用いて光を取り込むバックライト装置の一部の概略ブロック
図である。
【図１９】異なるスペクトルバンドの光を単一光路上に結合するためビームスプリッタを
用いるバックライト装置の一部の概略ブロック図である。
【図２０】一実施形態の伸長照明体の一部の縦断面図である。
【符号の説明】
【００７７】
１０．バックライト装置
１２．光パイプアレイ
１４．伸長照明体
１６．１６ｒ、１６ｇ、１６ｂ．光源；光源、赤色；光源、緑色；光源、青色
１８．光チャネル
２０．光抽出要素
２２．照明面
２４．ディスプレイパネル
２８．光誘導構造体
３０．反射面
３２．空
３４．拡散器
３６．コリメータ
３８．ライトボックス
３９．反射面
４０．ディスプレイ装置
４２．光調節フィルム
４４．ランプ
４６．開口
４８．反射面
５０．光源
５２．支持体
５４．端部
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５６、５８．二色性フィルタ
６０．反射鏡
６２．センサ
６４．ビームスプリッタ
６６．反射面
７０．接着剤
７２．ポリエステルシート
７４．接着剤
７６．光抽出フィルム
Ｅ．放射光
Ｌ．長さ
Ｔ．厚み
Ｗ．幅
ｘ、ｙ、ｚ、ｚ、ｚ’、ｚ’’．軸

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６Ａ】

【図６Ｂ】
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【図７Ｃ】 【図８Ａ】
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【図８Ｂ】 【図９】

【図１０】 【図１１】
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【図１４】 【図１５】
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【図１８】 【図１９】
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